
 
 

２０２２年度 

「正会員に対する活動助成」活動報告書 

 

（ふりがな） 

団体名 

（いっぱんしゃだんほうじん とちぎけんしゃかいふくししかい） 

 一般社団法人 栃木県社会福祉士会 

■活動報告の詳細 

活動名称 
 

事務局協機能の強化に関する事業 

活動の目的 

 

 

2024年度開催の全国大会を見据え、機器やアプリの不足を補い、事

務局職員の業務の量や質の改善を目的とする。 

 

実施した活動の内容 

 

会議・研修会・イベン

ト等の開催日時、場

所、参加者数等の活動

内容の詳細を記入 

※別添（様式自由）に

て提出可 

 

 

 

1．パソコン 2台、プロジェクター1台購入 
 

【活動助成申請時に報告した状況】 
・機器などの備品の状況 メインパソコンは 1台、プロジェクター無し 

  事務所のパソコンは現在、1 台を 6 団体で共有している状況であ

る。栃木県社会福祉士会のメールも含め、すべてこの 1台のパソコンを

使用し送受信を行っている。 

  だがやはり 1 台のパソコンで 6 団体のメールすべてのやり取りを

する現状は、各団体のメールのやり取りの処理やパソコンを使った文

書作成などに不都合が生じている。そのため、事務職員が私物のパソ

コンを持ち込んでいる状況である。 

  研修用のプロジェクターは 6団体共用が 1台あるが、社会福祉士会

専用のものはない。 

  

【実施した活動内容】 
・パソコン 2台購入 

 1台は専従職員用、もう一台は非常勤職員用（週 2日勤務）兼研修用

とした。 

・プロジェクター1台購入 

 

 

【活動助成申請時に報告した状況】 

・会計計処理は 6 団体共同処理 
  会計処理においても、6団体の会計を上記のパソコンで一つの会計

アプリで行っている状況である。当会の事業や活動の増加に伴い、当

会だけの会計処理の必要性がどんどん増している。 

このままの状態では、全国大会の開催を含め当会の活動に対して事

務局が適切な対応を試みても、主に物理的な理由から対応できない機能

不全に陥ってしまう恐れがある。 

 

【実施した活動内容】 
・当会だけの会計を行うため、会計ソフトを購入した（勘定奉行クラウ

ド）。 

 



 
 

活動の成果 

 

 

 

1．【実施した活動内容】 
・パソコン 2台購入 

 1台は専従職員用、もう一台は非常勤職員用（週 2日勤務）兼研修用

とした。 

・プロジェクター1台購入 

 

 

【活動の成果】 
・専従職員用ノートパソコンについては、これまで使用していた機種

に比べ処理速度が格段に向上し、作業効率が上がっただけでなく、同

時に複数のプログラムを起動して作業できるため、作業中に別件の問

い合わせ対応なども可能となった。一例として、以前は、パソコンの

検索では時間がかかるため、印刷した会員名簿を常備していたが、パ

ソコン内のファイルを表示して、問い合わせに応じることができるよ

うになったため、会員情報を印刷しなくてすむようになった。 

 非常勤職員用については、一人１台になったことで、パソコンの順

番待ちをせず、必要な時に必要な作業を行うことができるようになっ

た。 

・プロジェクターについては、現在あるプロジェクターが共用である

ことから、プロジェクターを使用する研修会が重ならないよう日程調

整しなければならないことや、事務所が入っている建物以外の会場へ

持ち出した場合、直ちに返却しなければならないなど、制約があっ

た。新規に購入したプロジェクターは、他会場への持ち出しを考え

て、コンパクトな機種を選定したので、今後、新型コロナによる制限

が解除され、他会場での研修が増えるとともに、活用頻度が高まるも

のと考えられる 

 

 

2．【実施した活動内容】 
・当会だけの会計を行うため、会計ソフトを購入した（勘定奉行クラウ

ド）。 

 

【活動の成果】 
・社会福祉士会専用の新しい会計ソフトの利用により、会計の作業が

大幅に改善された。 

 

（今後の予定） 

５月以降、「勘定奉行クラウド」の販売元である、（株）オービックビ

ジネスコンサルタントが、当会職員に対して、個別の操作指導を行

う。 

 

 

 

 



 
 

 

 

活動実施を 

   通じての課題 

実施していく中で、見

えてきた活動遂行にお

ける課題 

1．諸物価高騰の影響 

・想定していたパソコン、プロジェクターおよび会計アプリを再度検

討したところ、新型コロナの影響で諸物価高騰のあおりを受け、購入

費用がそれぞれわずかずつ高くなった。 

・その結果、パソコンの研修（5万円で申請）の開催が不可能となっ

た。 

 パソコンの研修は、栃木県社会福祉士会の予算の範囲で 2023年度あ

るいは 2024 年度に開催を考えている。 

 

活動の実施状況・実施

結果に関する情報の公

開 

 

あてはまるものにチェ

ックと内容詳細を記入

ください 

※貴法人のホームページでの公表は必須となります。 
 

情報の公開方法（複数選択可） 

 

■広報誌・会報誌等で公開 
 

 栃木県社会福祉士会のホームページおよび会報にて日本社会福祉士

会から活動助成を得たこと及びその内容について報告する. 

 5月 28日に開催予定の栃木県社会福祉士会の総会にて、日本社会福

祉士会から活動助成を得たこと及びその内容について報告する。 

 

□その他  
 

 


